
子どもゆめ基金（独立行政法人国立青少年教育振興機構）助成活動 

長期自然体験活動指導者研修会 活動報告 
2012/11/30(金) ～ 12/1(土) 長野県売木村 

 
 当協会では、山村留学等の長期自然体験活動に取り組む団体の相互交流や、指導者の資質向上を目指して、
研修会を、子どもゆめ基金の助成を受けて実施しています。 

 この度、今年で３０年目を迎える長野県売木村の山村留学施設を拠点に、各団体の事例発表や情報
交換、体験実習を通して、相互理解と個々のスキルアップを図る研修会を実施しましたので、関係団
体の皆様にご報告させて頂きます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例発表 1 「売木村山村留学の取り組み」 

 売木村は今年度より村が運営する山村留学地となり、長い伝統を生かしつつ、地域や学校との連携をより 
深めるよう運営されています。センターと農家を併用した学園方式を実施し、指導員２名と村職員２名が、 
日々の指導にあたっています。 
 農家生活では、より地域と密着した体験を豊富にし、地域児童生徒との深い交流も目指しています。 
 
【経緯】 昭和５８年度から山村留学を開始。延べ３３４名の留学生を受け入れる。 
【地域】 今までに里親を経験した戸数は延べ４３戸あり、地域に山村留学が根付いている。 
【課題】 学校との連携…留学決定の面接に学校教員が参加、部活動への参加、教職員のセンター訪問等。 
     （学園⇔学校⇔里親⇔行政⇔地域）の新たな連携方法の模索 
 
【人口等の推移】（人） 

年度 人口 小学生数 中学生数 小中合計数 うち留学生数 
Ｓ５８ ８６０ ５４ ３２ ８６ ３ 

Ｈ ４ ７５６ ４２ １９ ６１ １１ 
Ｈ１４ ７０８ ４２ １９ ６１ １２ 
Ｈ２４ ６２７ ２５ ２５ ５０ ６ 

 
   http://www.urugi.jp/sanson/ 

 

 

 センター長の村松松美さん。 
  里親としても経験豊富な方です。 
 

 

 伊藤指導員。様々な体験活動と子ども 
の様子を話して頂きました。 

【留学生の活動一例】 

 塩を運んだ古道を歩
いて研究しました。 

 

留学生との夕食会 
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 企業組合子どもの森は、長野県王滝村の山村留学を村営から引き継いで実施している団体です。 
 発表者である千野根理事長には、村営と民間という山村留学の運営方法の違いによるメリット・デメリット、
山村留学に携わった１０年間の試行錯誤や、これからの山村留学のあるべき方向について、夢のあるお話をして
頂きました。 
 以下に、いくつかスライドデータをご紹介します。 

 

 

 http://www1a.biglobe.ne.jp/kodomori/ 

 主催：特定非営利活動法人 全国山村留学協会 
 
 〒180-0006 東京都武蔵野市中町 1-6-7-5F 

 tel:0422-56-0595/fax:0422-56-0351/info@sanryukyo.net 

事例発表 2 「企業組合子どもの森の取り組み」 

 この他、日々の生活での子ども

のケアに関する研修や、実際に長

期間集団生活をしている子ども達

との夕食交流会等を行いました。 

座談会「学校教育と山村留学」 体験実習「椎茸原木の切り出し」 

 一日目は、会場近くの売木小中学校に移動し、
見学や校長先生を交えた座談会を行いました。 
 各参加者からは学校運営についての質問が相
次ぎ、校長先生からは、山村留学の学校におけ
る効果等についてお話頂きました。 
 

 
大内勝校長によるお話 

 二日目の研修は、実際の指導現場に役立つ活動例とし
て、椎茸の原木切り出しを売木留学生と共に行いました。 
 講師の松村さんは、大臣賞を受賞した事もある、干し椎
茸栽培の分野では名の知れた権威。木の伐採時期や方法、
椎茸の生態、森林資源を引き継ぐこと等について詳しくお
話をお聞きし、実際に山に入って切り出しを行いました。 

 

   松村さんによる体験実習 


